
■施工要領（門扉）

- ２０ -
'１２.０３.０７

２ 門扉用支柱の組立

（１）支柱は、内観左吊元用に部品が取り付けられています。右吊元用にする場合は、丁番用スペーサー

丁番用スペーサー

門扉用支柱

　　　を上下反転させて取付け直してください（図５）。

（２）ラティスフェンスの施工要領書を参考にして、門扉用支柱の組立を行ってください（図６）。
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３門扉用支柱の取付

（１）支柱取付位置に支柱を置き、ネジ固定位置に合わせてφ4.5の下穴を開けてください（図７）。

（２）支柱固定金具をナベタッピンネジφ５×５０で固定して下さい。

         ※下穴は、下地補強材、又は大引きまで貫通させてください。

支柱

門扉取付位置

上シール

4 門扉の取付

●門扉用支柱（吊元側）と門扉に取り付いている丁番用スペーサーに、サラ小ネジＭ４×８で丁番を固定して下さい（図９）。

   固定してください（図９）。
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5 建付け調整

●門扉の建付けが悪い場合は、同梱の建付け調整材を用いて、建付け調整を行ってください。

（例）内観から見て右側に傾いている場合（図１１）

（１）下側の丁番のサラ小ネジＭ４×８を緩めて下さい。

（２）丁番と丁番用スペーサーの間に建付け調整材を奥まで嵌め込んでください（図11）。

   注：建付け調整材は、片側２枚までとして下さい。

（３）サラ小ネジＭ４×８を締め直して下さい。

   ※戸先側の支柱と門扉の縦枠との隙間（Ａ寸法とＢ寸法）が同じ寸法でない場合は、

      建付け調整をしてください。

（３）錠受けスペーサーをバインドドリルネジφ４×２５で固定し、内掛け錠を

　　サラ小ネジＭ４×８で固定してください（図1４）。

6 内掛け錠の固定

（１）門扉の支柱（戸先側）の図１３の位置にφ3.5の下穴を開けてください。

（２）支柱と対象位置になるように門扉の縦枠にも同様にφ3.5の下穴を開けてください。
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7 戸当たり材の取付け

（１）門扉（戸先側）に戸当たり材をバインドドリルネジφ４×２５で固定して下さい（図１４）。
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